
　鎌倉市中央図書館（☎25･2611）は４月に一般179冊、　鎌倉市中央図書館（☎25･2611）は４月に一般179冊、
児童書31冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。児童書31冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「老人の壁」養老孟司　南伸坊共著（毎日新聞出　▼「老人の壁」養老孟司　南伸坊共著（毎日新聞出
版） ▼「神奈川の公式」神奈川の公式研究委員会編版） ▼「神奈川の公式」神奈川の公式研究委員会編
〈リンダパブリッシャーズの本〉（泰文堂） ▼「日〈リンダパブリッシャーズの本〉（泰文堂） ▼「日
本の最も美しい図書館」立野井一恵文（エクスナレ本の最も美しい図書館」立野井一恵文（エクスナレ
ッジ） ▼「美の考古学―古代人は何に魅せられてきたッジ） ▼「美の考古学―古代人は何に魅せられてきた
か」松木武彦著〈新潮選書〉 ▼「江戸時代の通訳官―か」松木武彦著〈新潮選書〉 ▼「江戸時代の通訳官―
阿蘭陀通詞の語学と実務」片桐一男著（吉川弘文館） 阿蘭陀通詞の語学と実務」片桐一男著（吉川弘文館） 
　▼「英雄の最期と墓所の事典」かみゆ歴史編集部　　▼「英雄の最期と墓所の事典」かみゆ歴史編集部　
柏書房編集部共編（柏書房） ▼「日本の給料＆職業図柏書房編集部共編（柏書房） ▼「日本の給料＆職業図
鑑」給料ＢＡＮＫ著（宝島社） ▼「先生！子どもが元鑑」給料ＢＡＮＫ著（宝島社） ▼「先生！子どもが元
気に育っていますか？」淡路雅夫著（グローバル教気に育っていますか？」淡路雅夫著（グローバル教
育出版） ▼「明治の建築家伊東忠太オスマン帝国をゆ育出版） ▼「明治の建築家伊東忠太オスマン帝国をゆ
く」ジラルデッリ青木美由紀著（ウェッジ） ▼「老後く」ジラルデッリ青木美由紀著（ウェッジ） ▼「老後
のお金―正しい家計管理」林總著（ＷＡＶＥ出版） のお金―正しい家計管理」林總著（ＷＡＶＥ出版） 
　▼「大人のシンプル着こなし入門―いくつになって　▼「大人のシンプル着こなし入門―いくつになって
もおしゃれに」福田栄華監修（朝日新聞出版） ▼「やもおしゃれに」福田栄華監修（朝日新聞出版） ▼「や
せぐせがつくレシピＢｅｓｔ300」〈主婦の友生活シせぐせがつくレシピＢｅｓｔ300」〈主婦の友生活シ
リーズ〉 ▼「本当は秘密にしたい料理教室のベストレリーズ〉 ▼「本当は秘密にしたい料理教室のベストレ
シピ」石原洋子監修（朝日新聞出版） ▼「エイミーズシピ」石原洋子監修（朝日新聞出版） ▼「エイミーズ
・ベイクショップの焼き菓子」吉野陽美著（学研プラ・ベイクショップの焼き菓子」吉野陽美著（学研プラ
ス） ▼「幻の東京五輪・万博1940」夫馬信一著（原書ス） ▼「幻の東京五輪・万博1940」夫馬信一著（原書
房） ▼「百人一首の謎を解く」草野隆著〈新潮選書〉房） ▼「百人一首の謎を解く」草野隆著〈新潮選書〉

元気一杯ジャックラッセルの女の元気一杯ジャックラッセルの女の
子あんあんです！　もうすぐ３歳。好です！　もうすぐ３歳。好
きな事は食べる事、まったりするきな事は食べる事、まったりする
事、走る事。嫌いな事は大きな事、走る事。嫌いな事は大きな
音、お留守番。鎌倉の海も山も人音、お留守番。鎌倉の海も山も人
も犬も大好き！どこかで会ったらも犬も大好き！どこかで会ったら
よろしくね！ 笛田　藤本さん方よろしくね！ 笛田　藤本さん方

●
東
山
魁
夷
・
小
泉
淳
作
ほ
か

東
山
魁
夷
・
小
泉
淳
作
ほ
か

ギ
ャ
ラ
リ
ー
伸（
絵
画
売
買
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
伸（
絵
画
売
買
）

40814081
2424☎

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翠
堂

ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翠
堂

６
月
９
〜

６
月
９
〜
1313
日
碧
Ａ
Ｏ
―

碧
Ａ
Ｏ
―

藍
・
絞
り
染
展
、

藍
・
絞
り
染
展
、
1818
〜
2323
日

夕
リ
版
画
コ
ラ
ー
ジ
ュ

夕
リ
版
画
コ
ラ
ー
ジ
ュ 

不

気
味
の
丘
展
（
写
真
）

気
味
の
丘
展
（
写
真
）

37693769

☎
2222

●
い
け
花
・
草
月

い
け
花
・
草
月

875875
11511151

046046
☎

●
吉
屋
信
子
記
念
館
一
般
公
開

吉
屋
信
子
記
念
館
一
般
公
開

６
月
１
〜
３
日
と
土
日
曜

６
月
１
〜
３
日
と
土
日
曜
1010

〜
1616
時
。
鎌
倉
生
涯
学
習
セ

時
。
鎌
倉
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
☎

ン
タ
ー
☎
2525
・
２
０
３
０

・
２
０
３
０

●
鎌
倉
ジ
ョ
ギ
ン
グ
＆
ウ
ォ
ー
ク

鎌
倉
ジ
ョ
ギ
ン
グ
＆
ウ
ォ
ー
ク

第
３
日
曜
全

第
３
日
曜
全
1010
回
（
７
・
８
月

回
（
７
・
８
月

休
）
。
無
料
。
鎌
倉
市
レ
ク
リ
エ

休
）
。
無
料
。
鎌
倉
市
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
☎

ー
シ
ョ
ン
協
会
☎
4646
・
３
８
１
７

・
３
８
１
７

●「
公
園
で
見
つ
け
た
素
敵
な

「
公
園
で
見
つ
け
た
素
敵
な

一
瞬
」フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

一
瞬
」フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

募
集
募
集　

鎌
倉
市
内
の
公
園
（
笛

　

鎌
倉
市
内
の
公
園
（
笛

田
公
園
除
く
）で
撮
影
し
た
作
品

田
公
園
除
く
）で
撮
影
し
た
作
品

３
点
ま
で（
一
般
・
こ
ど
も
の

３
点
ま
で（
一
般
・
こ
ど
も
の

部
）。
無
料
。
９
月

部
）。
無
料
。
９
月
1515
日
ま
で
。

日
ま
で
。

市
公
園
協
会
☎

市
公
園
協
会
☎
4545
・
２
７
５
０

・
２
７
５
０

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

川
喜
多
映
画
記
念
館

　

▽

　

▽
企
画
展

企
画
展
「
映
画
女
優　

「
映
画
女
優　

原
節
子
」７
月

原
節
子
」７
月
1010
日
ま
で
。３

日
ま
で
。３

百
円
。
▽

百
円
。
▽
映
画
映
画
６
月
７
〜
９

６
月
７
〜
９

日「
白
痴
」

「
白
痴
」、1010
〜
1212
日「
風
ふ

「
風
ふ

た
ゝ
び
」

た
ゝ
び
」、2121
〜
2323
日「
秋
日

「
秋
日

和
」
和
」、2424
〜
2626
日「
東
京
物
語

「
東
京
物
語
」

千
円
。☎

千
円
。☎
2323
・
２
５
０
０

・
２
５
０
０

▼
漆
器
と
人
形

漆
器
と
人
形 
二
人
展

二
人
展 

　

６
月
９
〜

　

６
月
９
〜
1212
日
ギ
ャ
ラ
リ

日
ギ
ャ
ラ
リ

ー
や
ま
ご
。
鎌
倉
彫
な
ど
。

ー
や
ま
ご
。
鎌
倉
彫
な
ど
。

遠
藤
方
☎

遠
藤
方
☎
2323
・
３
５
５
７

・
３
５
５
７

▼
彩
悠
会
水
彩
画
展

彩
悠
会
水
彩
画
展

　

６
月

　

６
月
1414
〜
2020
日
鎌
倉
生
涯

日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
洋
画
家
・

学
習
セ
ン
タ
ー
。
洋
画
家
・

藤
森
悠
二
先
生
指
導
の
水
彩

藤
森
悠
二
先
生
指
導
の
水
彩

画
教
室
生
が
描
い
た
風
景
画

画
教
室
生
が
描
い
た
風
景
画

約
8080
点
を
展
示
。
☎
０
４
５

点
を
展
示
。
☎
０
４
５

･
８
２
３
・
９
９
４
０

８
２
３
・
９
９
４
０

▼
凌
波
の
会
作
品
展

凌
波
の
会
作
品
展

　

現
代
の
文
人
画
家
・
西
松

　

現
代
の
文
人
画
家
・
西
松

凌
波
さ
ん
の
教
室
展
。

凌
波
さ
ん
の
教
室
展
。

　

▽

　

▽
湘
南
鎌
倉
展

湘
南
鎌
倉
展
６
月
６
月
2525
日

ま
で
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
２

ま
で
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
☎

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
☎
4646
・
１
・
１

７
１
７
▽

７
１
７
▽
銀
座
展

銀
座
展
（
鎌
倉
・

（
鎌
倉
・

名
古
屋
・
東
京
＋
α
）

名
古
屋
・
東
京
＋
α
）
2727
日

〜
７
月
２
日
東
京
都
中
央
区

〜
７
月
２
日
東
京
都
中
央
区

銀
座
の
地

銀
座
の
地

球
堂
ギ
ャ

球
堂
ギ
ャ

ラ
リ
ー
☎

ラ
リ
ー
☎

0303
・
３
５

・
３
５

７
２
・
４

７
２
・
４

８
１
１

８
１
１

▼
第
4747
回
鎌
倉
彫
教
授

回
鎌
倉
彫
教
授

会
創
作
展

会
創
作
展

　

６
月
１
〜
４
日
鎌
倉
生
涯

　

６
月
１
〜
４
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。鎌
倉
彫
教

学
習
セ
ン
タ
ー
。鎌
倉
彫
教

授
会（
岩
澤
健
吾
会
長
）の
平

授
会（
岩
澤
健
吾
会
長
）の
平

鉢
・
深
鉢
・
盛
器
な
ど
約
３
７

鉢
・
深
鉢
・
盛
器
な
ど
約
３
７

０
点
。同
会
☎

０
点
。同
会
☎
2525
・
１
５
０
０

・
１
５
０
０

▼
特
別
展
「
古
き
よ
き

特
別
展
「
古
き
よ
き

抒
情
を
求
め
て
」

抒
情
を
求
め
て
」

　

７
月
３
日
ま
で
鏑
木
清
方

　

７
月
３
日
ま
で
鏑
木
清
方

記
念
美
術
館
。
髙
島
屋
美
術

記
念
美
術
館
。
髙
島
屋
美
術

部
主
催
の
「

部
主
催
の
「
珊さ

ん
さ
ん
か
い

さ
ん
さ
ん
か
い

々
会
々
会
」
展
」
展

（
昭
和
９
〜

（
昭
和
９
〜
2222
年
）
出
品
作

年
）
出
品
作

品
と
同
時
代
の
作
品
を
中
心

品
と
同
時
代
の
作
品
を
中
心

に
。
☎

に
。
☎
2323
・
６
４
０
５

・
６
４
０
５

▼
没
後
没
後
3030
年
鮎
川
信
夫

年
鮎
川
信
夫

と
「
荒
地
」
展

と
「
荒
地
」
展

　

７
月

　

７
月
1818
日
ま
で
。
県
立
神

日
ま
で
。
県
立
神

奈
川
近
代
文
学
館
。
詩
誌

奈
川
近
代
文
学
館
。
詩
誌

「
荒
地
」
の
詩
人
と
し
て
戦

「
荒
地
」
の
詩
人
と
し
て
戦

後
詩
の
発
展
に
功
績
を
残
し

後
詩
の
発
展
に
功
績
を
残
し

た
鮎
川
信
夫
の
「
戦
争
手

た
鮎
川
信
夫
の
「
戦
争
手

記
」
や
同
人
に
宛
て
た
書
簡

記
」
や
同
人
に
宛
て
た
書
簡

な
ど
約
２
百
点
。
４
百
円
。

な
ど
約
２
百
点
。
４
百
円
。

　

▽

　

▽
講
演
会

講
演
会
６
月
６
月
1111
日
1414

時
、
詩
人
・
北
川
透
さ
ん
の

時
、
詩
人
・
北
川
透
さ
ん
の

「
難
路
を
歩
む
―
鮎
川
信
夫

「
難
路
を
歩
む
―
鮎
川
信
夫

の
詩
が
批
評
で
あ
る
こ
と
」。

の
詩
が
批
評
で
あ
る
こ
と
」。

千
円
。
要
申
込
。
☎
０
４
５

千
円
。
要
申
込
。
☎
０
４
５

・
６
２
２
・
６
６
６
６

・
６
２
２
・
６
６
６
６

▼
企
画
展「
泥
亀
永
島
家
の
面
影

企
画
展「
泥
亀
永
島
家
の
面
影
」

　

６
月
３
日
〜
７
月

　

６
月
３
日
〜
７
月
3131
日
県
日
県

立
金
沢
文
庫
。
江
戸
時
代
、

立
金
沢
文
庫
。
江
戸
時
代
、

泥で
い
で
い

亀き

新
田
を
完
成
さ
せ
た
旧

新
田
を
完
成
さ
せ
た
旧

家
・
永
島
家
に
伝
わ
る
古
文

家
・
永
島
家
に
伝
わ
る
古
文

書
を
中
心
に
、
近
世
か
ら
近

書
を
中
心
に
、
近
世
か
ら
近

代
の
横
浜
金
沢
地
域
の
歴
史

代
の
横
浜
金
沢
地
域
の
歴
史

を
探
る
。
伊
藤
博
文
書
状
、

を
探
る
。
伊
藤
博
文
書
状
、

西
園
寺
公
望
書
状
な
ど
約
１

西
園
寺
公
望
書
状
な
ど
約
１

１
０
点
。
２
５
０
円
。
☎
０

１
０
点
。
２
５
０
円
。
☎
０

４
５
・
７
０
１
・
９
０
６
９

４
５
・
７
０
１
・
９
０
６
９

▼
新
日
本
画
を
味
わ
う

新
日
本
画
を
味
わ
う

　

６
月
４
日
〜
７
月

　

６
月
４
日
〜
７
月
3131
日
山
日
山

口
蓬
春
記
念
館
。
蓬
春
の
著

口
蓬
春
記
念
館
。
蓬
春
の
著

書
『
新
日
本
画
の
技
法
』
か

書
『
新
日
本
画
の
技
法
』
か

ら
、
西
洋
画
と
日
本
画
を
学

ら
、
西
洋
画
と
日
本
画
を
学

び
「
新
日
本
画
」
に
昇
華
さ

び
「
新
日
本
画
」
に
昇
華
さ

せ
た
創
作
過
程
を
解
き
明
か

せ
た
創
作
過
程
を
解
き
明
か

す
。
創
作
の
糧
に
も
な
っ
た

す
。
創
作
の
糧
に
も
な
っ
た

蒐
集
品
も
展
示
。６
百
円
。☎

蒐
集
品
も
展
示
。６
百
円
。☎

０
４
６
・
８
７
５
・
６
０
９
４

０
４
６
・
８
７
５
・
６
０
９
４

▼
常
盤
山
文
庫
名
品
展

常
盤
山
文
庫
名
品
展

「
国
宝
の
墨
蹟
」

「
国
宝
の
墨
蹟
」

　

６
月
７
日
〜
７
月

　

６
月
７
日
〜
７
月
1818
日
鎌
日
鎌

倉
国
宝
館
。常
盤
山
文
庫
の

倉
国
宝
館
。常
盤
山
文
庫
の

名
品
ほ
か
鎌
倉
ゆ
か
り
の
青

名
品
ほ
か
鎌
倉
ゆ
か
り
の
青

磁
も
。
国
宝
・

磁
も
。
国
宝
・
馮ふ

う
ふ
う

子し

振し
ん
し
ん

墨
蹟
墨
蹟

易
元
吉
画
巻
跋
、
円
覚
寺

易
元
吉
画
巻
跋
、
円
覚
寺

蔵
の
重
文

蔵
の
重
文

・
青
磁
袴

・
青
磁
袴

腰
香
炉
な

腰
香
炉
な

ど
。
４
百

ど
。
４
百

円
。☎
円
。☎
2222
・

０
７
５
３

０
７
５
３

▼
熊
本
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

熊
本
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

上
映
会「
う
つ
く
し
い
ひ
と
」

上
映
会「
う
つ
く
し
い
ひ
と
」

　

６
月
６
日

　

６
月
６
日
1010
時
半
・

時
半
・
1313
時

半
・
半
・
1515
時
、
鎌
倉
生
涯
学
習

時
、
鎌
倉
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
。熊
本
出
身
の
行

セ
ン
タ
ー
。熊
本
出
身
の
行

定
勲
監
督
と
俳
優
ら
が
制

定
勲
監
督
と
俳
優
ら
が
制

作
。千
円
。鎌
倉
で
映
画
と
共

作
。千
円
。鎌
倉
で
映
画
と
共

に
歩
む
会
☎

に
歩
む
会
☎
2323
・
３
９
３
５

・
３
９
３
５

▼
第
1919
回
合
同
洋
画
展

回
合
同
洋
画
展

　

土
曜
会
・
一
歩
会

　

土
曜
会
・
一
歩
会

　

６
月
７
〜

　

６
月
７
〜
1212
日
鎌
倉
生
涯

日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
安
藤
尚
子

学
習
セ
ン
タ
ー
。
安
藤
尚
子

・
沼
田
正
太
郎
氏
指
導
、
静

・
沼
田
正
太
郎
氏
指
導
、
静

物
・
人
物
な
ど
約
百
点
。
松

物
・
人
物
な
ど
約
百
点
。
松

ヶ
浦
方
☎

ヶ
浦
方
☎
4646
・
３
６
５
１

・
３
６
５
１

▼
銀
の
鈴
社
の
催
し

銀
の
鈴
社
の
催
し

　

▽

　

▽
刊
行
記
念
写
真
展
「
シ

刊
行
記
念
写
真
展
「
シ

ナ
モ
ン
ロ
ー
ル
に
ハ
チ
ミ
ツ

ナ
モ
ン
ロ
ー
ル
に
ハ
チ
ミ
ツ

を
か
け
て
」

を
か
け
て
」６
月
４
〜

６
月
４
〜
1414
日
。
日
。

　

▽

　

▽
刊
行
記
念
詩
画
展
『
谷

刊
行
記
念
詩
画
展
『
谷

川
俊
太
郎
自
選
詩
集
「
そ
し

川
俊
太
郎
自
選
詩
集
「
そ
し

て
」』
て
」』
2323
日
〜
７
月
３
日
銀

日
〜
７
月
３
日
銀

の
鈴
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

の
鈴
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

　

▽

　

▽
か
ま
く
ら
学
府
第

か
ま
く
ら
学
府
第
2828
回

定
例
会

定
例
会
2525
日
1414
時
、
鎌
倉
市

時
、
鎌
倉
市

中
央
図
書
館
。
関
東
学
院
大

中
央
図
書
館
。
関
東
学
院
大

・
小
林
照
夫
名
誉
教
授
の

・
小
林
照
夫
名
誉
教
授
の

「
鎌
倉
の
外
貿
港
六
浦
と
そ

「
鎌
倉
の
外
貿
港
六
浦
と
そ

の
周
辺
」
。
無
料
。
要
申

の
周
辺
」
。
無
料
。
要
申

込
。
☎

込
。
☎
6161
・
１
９
３
０

・
１
９
３
０

▼
能
を
知
る
会

能
を
知
る
会

　

▽
６
月
９
日
鎌
倉
能
舞

　

▽
６
月
９
日
鎌
倉
能
舞

台
。
台
。1010
時
、狂
言
「

時
、狂
言
「
蚊か

相ず
も
う

ず
も
う撲
」、」、

能
「
能
「
浮う

き
う
き

舟ふ
ね
ふ
ね

」
。
」
。
1414
時
、
狂
言

時
、
狂
言

「
飛と

び
と
び

越こ
え
こ
え

」
、
能
「

」
、
能
「
源げ

ん
げ
ん

氏じ

供く

養よ
う
よ
う

」
。
各
５
千
５
百
円
。

」
。
各
５
千
５
百
円
。

　

▽

　

▽
1919
日
1414
時
半
、
国
立
能

時
半
、
国
立
能

楽
堂
。狂
言
「

楽
堂
。狂
言
「
鍋な

べ
な
べ

八や
つ
や
つ

撥ば
ち
ば
ち

」
、能
」
、能

「
道ど

う
ど
う

成じ
ょ
う

じ
ょ
う

寺じ

」。１
万
円
〜
。
鎌

」。１
万
円
〜
。
鎌

倉
能
舞
台
☎

倉
能
舞
台
☎
2222
・
５
５
５
７

・
５
５
５
７

▼
鎌
倉
市
太
極
拳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

鎌
倉
市
太
極
拳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

６
月

　

６
月
1212
日
1010
時
〜
時
〜
1616
時
、
時
、

鎌
倉
武
道
館
。
鎌
倉
市
太
極

鎌
倉
武
道
館
。
鎌
倉
市
太
極

拳
協
会
会
員
約
３
百
人
の

拳
協
会
会
員
約
３
百
人
の
2424

式
や
剣
な
ど
の
演
武
。
無

式
や
剣
な
ど
の
演
武
。
無

料
。嘉
門
方
☎

料
。嘉
門
方
☎
4444
・
２
９
７
２

・
２
９
７
２

▼
村
田
良
策
記
念
ア
ト
リ
エ
Ｍ

村
田
良
策
記
念
ア
ト
リ
エ
Ｍ

・
百
人
の
画
仲
間

・
百
人
の
画
仲
間 

合
同
作
品
展

合
同
作
品
展

　

６
月

　

６
月
2828
日
〜
７
月
３
日
、

日
〜
７
月
３
日
、

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

4040
人
の
油
彩
・
パ
ス
テ
ル
・

人
の
油
彩
・
パ
ス
テ
ル
・

水
彩
・
デ
ッ
サ
ン
。
静
物
や

水
彩
・
デ
ッ
サ
ン
。
静
物
や

風
景
な
ど
約
１
５
０
点
。
村

風
景
な
ど
約
１
５
０
点
。
村

田
方
☎

田
方
☎
2222
・
１
７
５
９

・
１
７
５
９

　

７
月

　

７
月
1010
日
ま
で
鎌
倉
文
学

日
ま
で
鎌
倉
文
学

館
。
大
正
・
昭
和
の
詩
人
、

館
。
大
正
・
昭
和
の
詩
人
、

萩
原
朔
太
郎
の
生
誕
１
３
０

萩
原
朔
太
郎
の
生
誕
１
３
０

年
を
記
念
し
た
展
覧
会
。

年
を
記
念
し
た
展
覧
会
。

　

朔
太
郎
は
鎌
倉
で
第
一
詩

　

朔
太
郎
は
鎌
倉
で
第
一
詩

集『
月
に
吠
え
る
』を
編
集
、

集『
月
に
吠
え
る
』を
編
集
、

の
ち
に
１
年
ほ
ど
同
地
で
暮

の
ち
に
１
年
ほ
ど
同
地
で
暮

ら
し
た
。
『
月
に
吠
え
る
』

ら
し
た
。
『
月
に
吠
え
る
』

無
削
除
本
な
ど
の
資
料
で
生

無
削
除
本
な
ど
の
資
料
で
生

涯
と
作
品
を
紹
介
す
る
。

涯
と
作
品
を
紹
介
す
る
。

　

Ａ
講
演
会
「
マ
ボ
ロ
シ
ヲ

Ａ
講
演
会
「
マ
ボ
ロ
シ
ヲ

ミ
ル
ヒ
ト
」

ミ
ル
ヒ
ト
」
６
月
６
月
1818
日
1414

時
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
。
詩

時
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
。
詩

人
・
正
津
勉
氏
の
講
演
と
孫

人
・
正
津
勉
氏
の
講
演
と
孫

で
映
像
作
家
の
萩
原
朔
美
氏

で
映
像
作
家
の
萩
原
朔
美
氏

と
の
対
談
。

と
の
対
談
。
Ｂ
講
座
「
朔
太

Ｂ
講
座
「
朔
太

郎
と
郷
土

郎
と
郷
土 

前
橋
」

前
橋
」
2222
日
1414

時
、
鎌
倉
文
学
館
。

時
、
鎌
倉
文
学
館
。
Ｃ
マ
ン

Ｃ
マ
ン

ド
リ
ン
音
楽
会

ド
リ
ン
音
楽
会
７
月
２
日

７
月
２
日
1414

時
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
。
朔

時
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
。
朔

太
郎
自
筆
楽
譜
を
も
と
に
前

太
郎
自
筆
楽
譜
を
も
と
に
前

橋
マ
ン
ド
リ
ン
楽
団
が
演

橋
マ
ン
ド
リ
ン
楽
団
が
演

奏
。
申
込
は

奏
。
申
込
は
Ａ
６
日
、

６
日
、
Ｂ
1010

日
、
日
、
Ｃ
2121
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ

日
ま
で
に
ハ
ガ
キ

か
℻  ℻  
で
。
同
館
☎

で
。
同
館
☎
2323
・
３
９

・
３
９

１
１
１
１
℻  ℻  
2323
・
５
９
５
２

・
５
９
５
２

　

東
日
本
大
震
災
時
に
医
療

　

東
日
本
大
震
災
時
に
医
療

支
援
で
宮
城
県
南
三
陸
町

支
援
で
宮
城
県
南
三
陸
町

へ
、
熊
本
地
震
で
は
益
城
町

へ
、
熊
本
地
震
で
は
益
城
町

で
４
月
末
に
５
日
間
ほ
ど
診

で
４
月
末
に
５
日
間
ほ
ど
診

療
し
た
鎌
倉
の
さ
か
い
内
科

療
し
た
鎌
倉
の
さ
か
い
内
科

胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
酒
井

胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
酒
井

太
郎
さ
ん
は
「
東
日
本
大
震

太
郎
さ
ん
は
「
東
日
本
大
震

災
の
時
は
津
波
で
壊
滅
的
被

災
の
時
は
津
波
で
壊
滅
的
被

害
を
受
け
た
が
、
今
回
津
波

害
を
受
け
た
が
、
今
回
津
波

が
な
く
て
も
こ
れ
だ
け
被
災

が
な
く
て
も
こ
れ
だ
け
被
災

し
た
現
実
を
目
の
当
た
り
に

し
た
現
実
を
目
の
当
た
り
に

し
て
自
分

し
て
自
分

た
ち
が
で

た
ち
が
で

き
る
事
に

き
る
事
に

備
え
て
い

備
え
て
い

く
こ
と
の

く
こ
と
の

大
切
さ
を

大
切
さ
を

再
認
識
し
た
」
と
話
す
。

再
認
識
し
た
」
と
話
す
。

　

酒
井
医
師
ら
が
、
自
分
た

　

酒
井
医
師
ら
が
、
自
分
た

ち
で
で
き
る
自
助
・
共
助
を

ち
で
で
き
る
自
助
・
共
助
を

考
え
よ
う
と
３
カ
月
連
続
で

考
え
よ
う
と
３
カ
月
連
続
で

行
っ
て
い
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

行
っ
て
い
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

映
画
祭
「
３
・

映
画
祭
「
３
・
1111
を
忘
れ
な

を
忘
れ
な

い
Ａ
Ｌ
Ｌ
鎌
倉
映
画
祭
」
の

い
Ａ
Ｌ
Ｌ
鎌
倉
映
画
祭
」
の

３
回
目
が
６
月

３
回
目
が
６
月
1111
日
1919
時
、
時
、

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
る
。
「『
飯
舘
村
の

開
か
れ
る
。
「『
飯
舘
村
の

母
ち
ゃ
ん
た
ち　

土
と
と
も

母
ち
ゃ
ん
た
ち　

土
と
と
も

に
』
＝

に
』
＝
写
真
写
真
＝
に
ぜ
ひ
ご
来

＝
に
ぜ
ひ
ご
来

場
を
」
と
呼
び
か
け
る
。
大

場
を
」
と
呼
び
か
け
る
。
大

人
千
５
百
円
、
学
生
千
円
。

人
千
５
百
円
、
学
生
千
円
。

問
い
合
わ
せ
鎌
倉
に
震
災
銭

問
い
合
わ
せ
鎌
倉
に
震
災
銭

湯
を
つ
く
る
会
☎

湯
を
つ
く
る
会
☎
4747
・
１
３

・
１
３

６
８
６
８

▼
鎌
倉
オ
ペ
ラ「
椿
姫
」

鎌
倉
オ
ペ
ラ「
椿
姫
」

　

６
月

　

６
月
2626
日
1818
時
、
鎌
倉
芸

時
、
鎌
倉
芸

術
館
。塩
塚
隆
則
演
出
、安
藤

術
館
。塩
塚
隆
則
演
出
、安
藤

敬
指
揮
、テ
ノ
ー
ル
・
塩
塚
隆

敬
指
揮
、テ
ノ
ー
ル
・
塩
塚
隆

則
、ソ
プ
ラ
ノ
・
オ
ク
サ
ー
ナ

則
、ソ
プ
ラ
ノ
・
オ
ク
サ
ー
ナ

・
ス
テ
パ
ニ
ュ
ッ
ク
。
ク
リ

・
ス
テ
パ
ニ
ュ
ッ
ク
。
ク
リ

オ
ー
ゾ
管
弦
楽
団
演
奏
で
日

オ
ー
ゾ
管
弦
楽
団
演
奏
で
日

本
語
字
幕
付
。
３
千
円
〜
。

本
語
字
幕
付
。
３
千
円
〜
。

塩
塚
方
☎

塩
塚
方
☎
2525
・
０
３
９
０

・
０
３
９
０

▼
第
３
回
東
日
本
復
興
支
援

第
３
回
東
日
本
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　

６
月

　

６
月
1111
日
1313
時
半
、
鎌
倉

時
半
、
鎌
倉

女
子
大
二
階
堂
学
舎
。
ヴ
ァ

女
子
大
二
階
堂
学
舎
。
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
と
タ
ン
ゴ
演
奏
、

イ
オ
リ
ン
と
タ
ン
ゴ
演
奏
、

落
語
家
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

落
語
家
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

朗
読
、
鎌
倉
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ

朗
読
、
鎌
倉
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
マ
ジ
ッ
ク
。
２
千

ク
ラ
ブ
の
マ
ジ
ッ
ク
。
２
千

８
百
円
、
前
売
２
千
５
百

８
百
円
、
前
売
２
千
５
百

円
。マ
ツ
ヤ
☎

円
。マ
ツ
ヤ
☎
2222
・
８
５
３
７

・
８
５
３
７

▼
第
１
回
鎌
倉
笑
輪
会

第
１
回
鎌
倉
笑
輪
会

　

６
月

　

６
月
1212
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
古
今
亭

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
古
今
亭

菊
之
丞
さ
ん
、
立
川
談
笑
さ

菊
之
丞
さ
ん
、
立
川
談
笑
さ

ん
の
二
人
会
。
演
芸
評
論
家

ん
の
二
人
会
。
演
芸
評
論
家

・
長
井
好
弘
さ
ん
と
鼎
談

・
長
井
好
弘
さ
ん
と
鼎
談

も
。
３
千
５
百
円
。
き
ら
ら

も
。
３
千
５
百
円
。
き
ら
ら

カ
フ
ェ
な
ど
扱
。
鎌
倉
市
芸

カ
フ
ェ
な
ど
扱
。
鎌
倉
市
芸

術
文
化
振
興
財
団
☎

術
文
化
振
興
財
団
☎
2323
・
３
・
３

７
５
５（
火
〜
金
９
〜

７
５
５（
火
〜
金
９
〜
1717
時
）
時
）

▼
平
和
を
考
え
る
寄
席

平
和
を
考
え
る
寄
席 

か
ま
く
ら
演
芸
会

か
ま
く
ら
演
芸
会

　

６
月
７
日

　

６
月
７
日
1818
時
半
、
鎌
倉

時
半
、
鎌
倉

商
工
会
議
所
。「
芸
人
９
条
の

商
工
会
議
所
。「
芸
人
９
条
の

会
」の
古
今
亭
菊
千
代
さ
ん
、

会
」の
古
今
亭
菊
千
代
さ
ん
、

お
し
ど
り

お
し
ど
り 

マ
コ
・
ケ
ン
さ
ん

マ
コ
・
ケ
ン
さ
ん

ら
の
寄
席
。
楽
し
み
な
が
ら

ら
の
寄
席
。
楽
し
み
な
が
ら

平
和
を
考
え
る
。
２
千
５
百

平
和
を
考
え
る
。
２
千
５
百

円
、
前
売
２
千
円
。

円
、
前
売
２
千
円
。Peace 

P
eace 

from
 

from
 

鎌
倉
・
林
方
☎
０
８

鎌
倉
・
林
方
☎
０
８

０
・
３
０
０
５
・
５
０
６
８

０
・
３
０
０
５
・
５
０
６
８

▼
鎌
倉
芸
術
館
の
催
し

鎌
倉
芸
術
館
の
催
し

　

▽

　

▽
第
4444
回
ゾ
リ
ス
テ
ン

回
ゾ
リ
ス
テ
ン
･

コ
ン
サ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト
６
月
６
月
1919
日
1515

時
。
同
ゾ
リ
ス
テ
ン
の
モ
ー

時
。
同
ゾ
リ
ス
テ
ン
の
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
「
ア
イ
ネ
・
ク

ツ
ァ
ル
ト
「
ア
イ
ネ
・
ク

ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー

ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー

ク
」
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

ク
」
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

「
弦
楽
八
重
奏
曲
変
ホ
長
調

「
弦
楽
八
重
奏
曲
変
ホ
長
調

op.op.

」な
ど
。４
千
円
。

」な
ど
。４
千
円
。

　

▽

　

▽
礒
絵
里
子
・
水
谷
川
優

礒
絵
里
子
・
水
谷
川
優

子
・
小
林
有
沙
「
鎌
倉
の
ミ

子
・
小
林
有
沙
「
鎌
倉
の
ミ

ュ
ー
ズ
た
ち
」

ュ
ー
ズ
た
ち
」
2929
日
1414
時
。
時
。

ピ
ア
ノ
・
ト
リ
オ
で
エ
ル
ガ

ピ
ア
ノ
・
ト
リ
オ
で
エ
ル
ガ

ー
「
愛
の
挨
拶
」
、
サ
ン
＝

ー
「
愛
の
挨
拶
」
、
サ
ン
＝

サ
ー
ン
ス「
白
鳥
」な
ど
。
３

サ
ー
ン
ス「
白
鳥
」な
ど
。
３

千
５
百
円
（
茶
菓
付
）
。
☎

千
５
百
円
（
茶
菓
付
）
。
☎

０
１
２
０
・
１
１
９
２
・

０
１
２
０
・
１
１
９
２
・
4040

▼
南
佳
孝

南
佳
孝 w

ith
w
ith

オ
ル
ケ
ス
タ

オ
ル
ケ
ス
タ

・
デ
ル
・
ソ
ル

・
デ
ル
・
ソ
ルfe

at.
fe
at.

麻
倉
未
稀

麻
倉
未
稀

　

７
月

　

７
月
2020
日
1818
時
半
、
藤
沢

時
半
、
藤
沢

市
民
会
館
。
ポ
ッ
プ
ス
の
南

市
民
会
館
。
ポ
ッ
プ
ス
の
南

佳
孝
と
オ
ル
ケ
ス
タ
・
デ
ル

佳
孝
と
オ
ル
ケ
ス
タ
・
デ
ル

・
ソ
ル
で
「
マ
ン
ボ
№
５
」

・
ソ
ル
で
「
マ
ン
ボ
№
５
」

な
ど
。
麻
倉
未
稀
さ
ん
を
ゲ

な
ど
。
麻
倉
未
稀
さ
ん
を
ゲ

ス
ト
に
。
３
千
円
〜
。
藤
沢

ス
ト
に
。
３
千
円
〜
。
藤
沢

市
み
ら
い
創
造
財
団
☎
０
４

市
み
ら
い
創
造
財
団
☎
０
４

６
６
・

６
６
・
2828
・
１
１
３
５

・
１
１
３
５

国宝「馮子振墨蹟 易元吉国宝「馮子振墨蹟 易元吉
画巻跋」常盤山文庫蔵画巻跋」常盤山文庫蔵

鎌倉市中央図書館（４月分）鎌倉市中央図書館（４月分）
購入新図書のリスト抄購入新図書のリスト抄

萩
原
朔
太
郎 

生
誕
１
３
０
年

鎌
倉
文
学
館
で
特
別
展

鎌
倉
文
学
館
で
特
別
展

福
島
県
飯
舘
村
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
上
映
会

福
島
県
飯
舘
村
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
上
映
会

自
助
・
共
助
を
考
え
よ
う

「
飯
舘
村
の
母
ち
ゃ
ん

「
飯
舘
村
の
母
ち
ゃ
ん

た
ち
た
ち 

土
と
と
も
に
」

土
と
と
も
に
」

遠藤ますみさんの作品遠藤ますみさんの作品

「うつくしいひと」「うつくしいひと」

萩原朔太郎萩原朔太郎（大正６年頃）（大正６年頃）

オクサーナ・ステオクサーナ・ステ
パニュックさんパニュックさん

２０１６年（平成２８年）６月１日 第447号 1部　108円 （６）


